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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示のために第１の左眼用画像及び第１の右眼用画像を供給する段階；及び
　前記第１の左眼用画像及び前記第１の右眼用画像を交互に表示する段階；
　を有し、
　前記第１の左眼用画像及び前記第１の右眼用画像は、等しくない回数ずつ表示される、
　３次元（３Ｄ）画像を表示する方法。
【請求項２】
　前記第１の左眼用画像が最初に表示される、請求項１に記載の３Ｄ画像を表示する方法
。
【請求項３】
　前記第１の右眼用画像が最初に表示される、請求項１に記載の３Ｄ画像を表示する方法
。
【請求項４】
　前記第１の左眼用画像及び前記第１の右眼用画像は実質的に同時に供給される、請求項
１に記載の３Ｄ画像を表示する方法。
【請求項５】
　表示のために第２の左眼用画像及び第２の右眼用画像を供給する段階；及び
　前記第１の左眼用画像及び前記第１の右眼用画像を表示した後に、前記第２の左眼用画
像及び前記第２の右眼用画像を交互に表示する段階；
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　を更に有し、
　前記第２の左眼用画像及び前記第２の右眼用画像は、等しくない回数ずつ表示される、
　請求項１に記載の３Ｄ画像を表示する方法。
【請求項６】
　前記第１の左眼用画像は前記第１の右眼用画像より前に表示され、且つ前記第２の右眼
用画像は前記第２の左眼用画像より前に表示される、請求項５に記載の３Ｄ画像を表示す
る方法。
【請求項７】
　前記第１の右眼用画像は前記第１の左眼用画像より前に表示され、且つ前記第２の左眼
用画像は前記第２の右眼用画像より前に表示される、請求項５に記載の３Ｄ画像を表示す
る方法。
【請求項８】
　前記第１の左眼用画像及び前記第１の右眼用画像は実質的に同時に供給され、且つ前記
第２の左眼用画像及び前記第２の右眼用画像は実質的に同時に供給される、請求項５に記
載の３Ｄ画像を表示する方法。
【請求項９】
　表示のために第１の左眼用画像及び第１の右眼用画像を非同期的に供給する段階；
　前記第１の左眼用画像及び前記第１の右眼用画像を、前記第１の左眼用画像及び前記第
１の右眼用画像のうち最初に完全に供給された方から始めて、実質的に一定のレートで交
互に表示する段階；
　表示のために第２の左眼用画像及び第２の右眼用画像を非同期的に供給する段階；及び
　前記第２の左眼用画像が完全に供給されたとき前記第１の左眼用画像の表示を前記第２
の左眼用画像で置き換え、且つ前記第２の右眼用画像が完全に供給されたとき前記第１の
右眼用画像の表示を前記第２の右眼用画像で置き換える段階；
　を有する、３次元（３Ｄ）画像を表示する方法。
【請求項１０】
　前記第１の左眼用画像は前記第１の右眼用画像より前に完全に供給される、請求項９に
記載の３Ｄ画像を表示する方法。
【請求項１１】
　前記第１の右眼用画像は前記第１の左眼用画像より前に完全に供給される、請求項９に
記載の３Ｄ画像を表示する方法。
【請求項１２】
　前記第１の左眼用画像が表示される回数と前記第１の右眼用画像が表示される回数との
和は、前記第２の左眼用画像が表示される回数と前記第２の右眼用画像が表示される回数
との和に等しくない、請求項９に記載の３Ｄ画像を表示する方法。
【請求項１３】
　前記第１の左眼用画像及び前記第１の右眼用画像は互いに対してシリアルに供給され、
前記第２の左眼用画像及び前記第２の右眼用画像は、前記第１の左眼用画像及び前記第１
の右眼用画像の後に、シリアルに供給される、請求項９に記載の３Ｄ画像を表示する方法
。
【請求項１４】
　ａ）鑑賞者の一方の眼用の第１の偏光を有する第１の画像を表示する段階；
　ｂ）鑑賞者の他方の眼用の第２の偏光を有する第１の画像を表示する段階；及び
　ｃ）前記表示段階ａ）及びｂ）を、これら表示段階の各々が少なくとも二回実行され且
つこれら表示段階の一方がこれら表示段階の他方より多い回数だけ実行されるまで、交互
に繰り返す段階；
　を有する、３次元画像を表示する方法。
【請求項１５】
　ｄ）前記鑑賞者の前記一方の眼用の前記第１の偏光を有する第２の画像を表示する段階
；
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　ｅ）前記鑑賞者の前記他方の眼用の前記第２の偏光を有する第２の画像を表示する段階
；及び
　ｃ）前記表示段階ｄ）及びｅ）を、前記表示段階ｄ）及びｅ）の各々が少なくとも二回
実行され且つ前記表示段階ｄ）及びｅ）の一方が前記表示段階ｄ）及びｅ）の他方より多
い回数だけ実行されるまで、交互に繰り返す段階；
　を更に有する請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　ａ）鑑賞者の一方の眼用の第１の偏光を有する第１の画像を表示する段階；
　ｂ）鑑賞者の他方の眼用の第２の偏光を有する第１の画像を表示する段階；及び
　ｃ）前記表示段階ａ）及びｂ）を、これら表示段階の一方がこれら表示段階の他方より
多い回数だけ実行されるまで、交互に繰り返す段階；
　を有する、３次元画像を表示する方法。
【請求項１７】
　ｄ）前記表示段階ａ）及びｂ）を、前記表示段階ａ）及びｂ）の各々が少なくとも二回
実行されるまで、交互に繰り返す段階；
　を更に有する請求項１６に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は投影システムに関する。特に、本発明は３次元（３Ｄ）投影システムに関する
。
【背景技術】
【０００２】
　投影画像を所謂３次元（３Ｄ）画像に変換することによって投影画像の奥行きを高め得
ることは周知である。これは一般的に、鑑賞者の左眼で見られる画像を、鑑賞者の右眼で
見られる画像と異なるように光学的に偏光することによって達成される。鑑賞者が、偏光
された画像を、一般的に鑑賞者の左眼で使用する偏光フィルタと鑑賞者の右眼で使用する
異なる偏光フィルタとを有する‘３Ｄ鑑賞眼鏡’として構成される偏光フィルタレンズを
用いて見ると、鑑賞者は３Ｄ感を受ける。３Ｄ画像を見るために３Ｄ鑑賞眼鏡が使用され
るとき、鑑賞者の左眼は、左眼に付随する偏光フィルタを通過するように適切に偏光され
た光のみを見ることになり、鑑賞者の右眼は、鑑賞者の右眼に付随する偏光フィルタを通
過するように適切に偏光された光のみを見ることになる。３Ｄ画像を表示する上述の方法
はパッシブ３Ｄ鑑賞として知られ、投影機（プロジェクタ）が、典型的なフレームレート
の２倍で、左眼用情報を右眼用情報と交互に入れ替え、投影機のレンズの前のスクリーン
／フィルタ／偏光式ブロッカが、各々の眼のための画像が上述の一対のパッシブステレオ
眼鏡の対応する偏光フィルタを通るように、投影画像の偏光を交互に入れ替える。パッシ
ブ３Ｄ鑑賞に代わるものはアクティブ３Ｄ鑑賞であり、各鑑賞者は、ＬＣＤ光シャッター
を備えた眼鏡を着用する。ＬＣＤ光シャッターは、投影機が左眼用画像を表示するとき、
アクティブステレオ眼鏡の右眼シャッターが閉じ、その逆もしかりであるように投影機と
同期して動作する。
【０００３】
　３Ｄ画像を提供する現行システムに伴う１つの問題は、３Ｄ画像の一部鑑賞者によって
報告される知覚“フリッカ”である。大抵、フリッカは、ヒトの視覚系が、第２の眼が画
像を見ることが可能な全期間に、第１の眼に鑑賞可能な画像が存在しないことを知覚する
ことに関する。時間が進むと、第１の眼は画像を見ることになるが、第２の眼は画像を見
ることを妨げられる。第１及び第２の眼は順番且つ交互に画像を見ることが可能である。
当然ながら、第１の眼によって見られる画像及び第２の眼によって見られる画像は、上述
のように、異なる偏光を有する。
【０００４】
　従来技術に係る図１は、３Ｄ画像を提供する従来システムを用いて鑑賞者の左眼及び右
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眼に示される画像のタイミングを示している。矢印１００は、時間が増加するように表さ
れた方向を指し示している。横線１０２は、第１の左眼用画像（以下、“左眼用画像”を
“ＬＥＩ”と呼ぶ）が鑑賞者の左眼への投影のために準備を整えられねばならない時間を
表す。ＬＥＩ期間１０４（以下、“ＬＥＩ期間”を“ＬＥＩＴＰ”と呼ぶ）は、画像生成
器（又は画像サーバ）から投影機への第１のＬＥＩ（又は第１の左眼用フレーム）の転送
のタイミング及び期間を表す。横線１０６は、第２のＬＥＩが鑑賞者の左眼による鑑賞の
ために準備を整えられねばならない時間を表し、ＬＥＩＴＰ１０８は、第２のＬＥＩの転
送のタイミング及び期間を表す。同様に、横線１１０は、第３のＬＥＩが鑑賞者の左眼に
よる鑑賞のために準備を整えられねばならない時間を表し、ＬＥＩＴＰ１１２は、第３の
ＬＥＩの転送のタイミング及び期間を表す。３Ｄ画像を提供する従来システムにおいては
、ＬＥＩ及び右眼用画像（以下、“右眼用画像”を“ＲＥＩ”と呼ぶ）を見るための配信
及び利用可能性は、実質的に同期しており、これらの画像は実質的に同時に生成器から投
影機に到着し、投影のために利用可能になる。この同期された配信は、ＬＥＩＴＰ１０４
、１０８及び１１２の開始及び完了と実質的に同期した開始及び完了の時間を有する第１
、第２及び第３のＲＥＩ期間１１４、１１６及び１１８によって表されている（以下、“
ＲＥＩ期間”を“ＲＥＩＴＰ”と呼ぶ）。ＬＥＩ及びＲＥＩの配信の完了と投影のために
準備を整えられねばならない時間との間の時間的な隔たりは、一般的に配信の小休止（ス
ラック・イン・デリバリ）１２０と呼ばれ、典型的に、投影機が実際に画像を鑑賞可能に
することによって占められる期間に相当する。
【０００５】
　最も単純な従来の３Ｄ画像システムは、第１のＬＥＩと第１のＲＥＩとを一度だけ入れ
替えた後に第２のＬＥＩ及びそれに続く第２のＲＥＩの表示に進むというシングルフラッ
シュ（閃光）システムである。シングルフラッシュシステム１２２のタイミングは、第１
のＬＥＩ用の第１期間１２４に第１のＬＥＩがフラッシュされ、その後、第１のＲＥＩ用
の第１期間１２８に第１のＲＥＩがフラッシュされることを示すことによって表されてい
る。次に、第２のＬＥＩ用の第１期間１３０に第２のＬＥＩがフラッシュされ、その後、
第２のＲＥＩ用の第１期間１３２に第２のＲＥＩがフラッシュされる。そして、第３のＬ
ＥＩ用の第１期間１３４に第３のＬＥＩがフラッシュされ、その後、第３のＲＥＩ用の第
１期間１３６に第３のＲＥＩがフラッシュされる。図示したように、ＬＥＩとＲＥＩとを
切り替える間に、何れの眼にも画像が示されない切換期間１２６が発生する。しかしなが
ら、このシングルフラッシュシステムは不所望のフリッカをもたらす。
【０００６】
　フリッカの問題を解決するため、ＬＥＩとＲＥＩとを二度入れ替えた後に第２組のＬＥ
Ｉ及びＲＥＩに進むダブルフラッシュシステムが開発されている。ダブルフラッシュシス
テム１３８のタイミングは、第１のＬＥＩ用の第１期間１４０に第１のＬＥＩがフラッシ
ュされ、その後、第１のＲＥＩ用の第１期間１４２に第１のＲＥＩがフラッシュされ、次
に、第１のＬＥＩ用の第２期間１４４に第１のＬＥＩが再びフラッシュされ、その後、第
１のＲＥＩ用の第２期間１４６に第１のＲＥＩが再びフラッシュされることを示すことに
よって表されている。次に、第２のＬＥＩ用の第１期間１４８に第２のＬＥＩがフラッシ
ュされ、その後、第２のＲＥＩ用の第１期間１５０に第２のＲＥＩがフラッシュされる。
次に、第２のＬＥＩ用の第２期間１５２に第２のＬＥＩが再びフラッシュされ、その後、
第２のＲＥＩ用の第２期間１５４に第２のＲＥＩが再びフラッシュされる。次に、第３の
ＬＥＩ用の第１期間１５６に第３のＬＥＩがフラッシュされ、その後、第３のＲＥＩ用の
第１期間１５８に第３のＲＥＩがフラッシュされる。そして、第３のＬＥＩ用の第２期間
１６０に第３のＬＥＩが再びフラッシュされ、その後、第３のＲＥＩ用の第２期間１６２
に第３のＲＥＩがフラッシュされる。ダブルフラッシュシステム１３８はシングルフラッ
シュシステムの改良であるものの、このダブルフラッシュシステム１３８は依然として、
一部の鑑賞者によって知覚される不所望のフリッカをもたらす。
【０００７】
　ＬＥＩとＲＥＩとを三度入れ替えた後に後続組のＬＥＩ及びＲＥＩに進むというトリプ
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ルフラッシュシステムを提供することによって、フリッカを抑制しようとする更なる試み
が為されてきた。トリプルフラッシュシステム１６４のタイミングは、像が以下の順序で
フラッシュされることを示すことによって表されている：第１のＬＥＩ用の第１フラッシ
ュ１６６、第１のＲＥＩ用の第１フラッシュ１６８、第１のＬＥＩ用の第２フラッシュ１
７０、第１のＲＥＩ用の第２フラッシュ１７２、第１のＬＥＩ用の第３フラッシュ１７４
、第１のＲＥＩ用の第３フラッシュ１７６、第２のＬＥＩ用の第１フラッシュ１７８、第
２のＲＥＩ用の第１フラッシュ１８０、第２のＬＥＩ用の第２フラッシュ１８２、第２の
ＲＥＩ用の第２フラッシュ１８４、第２のＬＥＩ用の第３フラッシュ１８６、第２のＲＥ
Ｉ用の第３フラッシュ１８８、第３のＬＥＩ用の第１フラッシュ１９０、第３のＲＥＩ用
の第１フラッシュ１９２、第３のＬＥＩ用の第２フラッシュ１９４、第３のＲＥＩ用の第
２フラッシュ１９６、第３のＬＥＩ用の第３フラッシュ１９８、第３のＲＥＩ用の第３フ
ラッシュ２００。当然ながら、各フラッシュは切換期間１２６だけ隔てられている。この
トリプルフラッシュシステム１６４は、ダブルフラッシュシステム１３８と比較してフリ
ッカを更に抑制するものの、全ての従来機器が、画像の全体的な解像度を低下させること
なく、ＬＥＩとＲＥＩとの間での高速切り替えに適応できるわけではない。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　３Ｄ画像を表示する数多くの進化した方法が存在するものの、フリッカを抑制すること
に関して改善の余地が残されている。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明は、一実施形態において、鑑賞者の一方の眼用の第１の偏光を有する第１の画像
を表示する段階、鑑賞者の他方の眼用の第２の偏光を有する第１の画像を表示する段階、
及びこれら表示段階を、これら表示段階の各々が少なくとも二回実行され且つこれら表示
段階の一方がこれら表示段階の他方より多い回数だけ実行されるまで、交互に繰り返す段
階、を有する３次元画像を表示する方法である。当該方法は更に、鑑賞者の一方の眼用の
第１の偏光を有する第２の画像を表示する段階、鑑賞者の他方の眼用の第２の偏光を有す
る第２の画像を表示する段階、及び第２の画像に関するこれら表示段階を、これら表示段
階の各々が少なくとも二回実行され且つこれら表示段階の一方がこれら表示段階の他方よ
り多い回数だけ実行されるまで、交互に繰り返す段階、を有することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】従来技術に従ったシングル、ダブル及びトリプルフラッシュシステムを概略的に
示す図である。
【図２】本発明に従った３Ｄ投影システムを概略的に示す図である。
【図３】本発明に従った交互優勢式のタイミング方式を概略的に示す図である。
【図４】本発明に従った準備優勢式の非整数タイミング方式を概略的に示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　図２を参照するに、本発明に従った３Ｄ投影システムが例示されている。３Ｄ投影シス
テム３００は画像源（又は画像サーバ）３０２を有しており、画像源３０２は、リンク３
０４（暗号化デュアルＨＤ－ＳＤＩ（high　definition　serial　digital　interface）
であってもよい）上でデジタル投影機３０６にＬＥＩ及びＲＥＩを提供する。ＬＥＩ及び
ＲＥＩは、投影機３０６から、投影レンズ３０８を通して、且つその後、投影機３０６か
ら偏光位相信号３１２を供給される偏光セル・ドライバ３１０を通して投影される。偏光
セル・ドライバ３１０と通過した後、ＬＥＩ及びＲＥＩは投影３１４としてスクリーン３
１６上へと向けられる。鑑賞者３１８は、左眼用偏光レンズ３２０及び右眼用偏光レンズ
３２２を用いて３Ｄ画像を知覚することができる。動作時、ＬＥＩが偏光セル・ドライバ
３１０を通して送信されるとき、該ＬＥＩは第１の偏光方式で偏光される。偏光されたＬ
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ＥＩはスクリーン３１６から左眼用偏光レンズ３２０を介して鑑賞者３１８へと反射され
る。同様に、ＲＥＩが偏光セル・ドライバ３１０を通して送信されるとき、該ＲＥＩは第
２の偏光方式で偏光される。偏光されたＲＥＩはスクリーン３１６から右眼用偏光レンズ
３２２を介して鑑賞者３１８へと反射される。認識されるように、偏光方式は、Ｐ偏光／
Ｓ偏光又は時計回りの円偏光／反時計回りの円偏光の使用を含み得る。この実施形態は、
投影３１４がスクリーン３１６から鑑賞者３１８へと反射されるときにスクリーン３１６
が投影３１４の偏光を保存することを必要とする。
【００１２】
　代替的な一実施形態において、３Ｄ投影システム３００は、ユーザ３２６によって着用
されるアクティブシャッター眼鏡とともに使用される赤外線放射器３２４を含んでいても
よい。アクティブシャッター眼鏡は、左眼用アクティブシャッター３２８と右眼用アクテ
ィブシャッター３３０とを有する。アクティブシャッター眼鏡は、赤外線放射器（又は送
信器）３２４からの信号を受信する受信器（図示せず）を含んでいる。アクティブシャッ
ター眼鏡に提供される該信号は、左眼用及び右眼用のアクティブシャッター３２８及び３
３０を、投影機３０６によって提供されるＬＥＩ及びＲＥＩと同期し、その結果、左眼用
アクティブシャッター３２８は、投影機３０６によってＬＥＩが表示される時に見ること
を可能にし、右眼用アクティブシャッター３３０は、投影機によってＬＥＩが表示される
時に見ることを可能にしない。同様に、右眼用アクティブシャッター３３０は、投影機に
よってＲＥＩが表示される時に見ることを可能にし、左眼用アクティブシャッター３２８
は、投影機３０６によってＲＥＩが表示される時に見ることを可能にしない。当然ながら
、３Ｄ画像を見ることを可能にするために赤外線放射器３２４、左眼用アクティブシャッ
ター３２８及び右眼用アクティブシャッター３３０が使用される場合、３Ｄ投影システム
３００は偏光セル・ドライバ３１０、左眼用偏光レンズ３２０又は右眼用偏光レンズ３２
２を用いることを必要とせず、またスクリーン３１６は投影３１４の偏光を保存するよう
要求されない。
【００１３】
　３Ｄ投影システム３００の代替的な他の一実施形態は、ＬＥＩのみが左のカラー櫛形フ
ィルタ（図示せず）を通り且つＲＥＩのみが右のカラー櫛形フィルタ（図示せず）を通る
ことを可能にする相互に排他的な狭帯域ＲＧＢカラー櫛形フィルタを含んでいてもよい。
この実施形態においては、カラー櫛形フィルタによってフィルタリングされるのに適した
色成分を有するＬＥＩ及びＲＥＩが投影機３０６から投影される。
【００１４】
　当然ながら、３Ｄ投影システム３００は、（後述するように）様々なレート且つ様々な
タイミング方式で、ＬＥＩ及びＲＥＩをそれぞれ鑑賞者の左眼及び右眼に供給するのに適
したものである。
【００１５】
　続いて、図３を参照するに、本発明に従った交互優勢式のタイミング方式４００が例示
されている。交互優勢式のタイミング方式４００は、ＬＥＩ及びＲＥＩをそれぞれ鑑賞者
の左眼及び右眼に提供することにおいて、３Ｄ投影システム３００とともに使用するのに
適している。矢印４０２は、時間が増加するように表された方向を指し示している。横線
４０４は、第１のＬＥＩが鑑賞者の左眼への投影のために準備を整えられねばならない時
間を表す。ＬＥＩＴＰ４０６は、画像生成器（又は画像サーバ）から投影機への第１のＬ
ＥＩ（又は第１の左眼用フレーム）の転送のタイミング及び期間を表す。この３Ｄ画像提
供方式において、ＬＥＩ及びＲＥＩを見るための配信及び利用可能性は、実質的に同期し
ており、これらの画像は実質的に同時に生成器から投影機に到着し、投影のために利用可
能になる。この同期された配信は、ＬＥＩＴＰ４０６、４１０及び４１４の開始及び完了
と実質的に同期した開始及び完了の時間を有する第１、第２及び第３のＲＥＩＴＰ４１６
、４１８及び４２０によって表されている。ＬＥＩの配信の完了とＬＥＩが投影のために
準備を整えられねばならない時間との間の時間的な隔たりは、一般的に配信の小休止（ス
ラック・イン・デリバリ）４２２と呼ばれ、典型的に、投影機が実際に画像を鑑賞可能に
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することによって占められる期間に相当する。
【００１６】
　なおも図３を参照するに、交互優勢式の非整数タイミング方式４００は、この実施形態
において、ＬＥＩとＲＥＩとを二度半だけ交互に入れ替えた後に、第２組のＬＥＩ及びＲ
ＥＩへと進む。この交互優勢式の非整数タイミング方式４００のタイミングは、第１のＬ
ＥＩ用の第１期間４２４に第１のＬＥＩがフラッシュされ、その後、第１のＲＥＩ用の第
１期間４２６に第１のＲＥＩがフラッシュされ、次に、第１のＬＥＩ用の第２期間４２８
に第１のＬＥＩが再びフラッシュされ、その後、第１のＲＥＩ用の第２期間４３０に第１
のＲＥＩが再びフラッシュされ、次に、第１のＬＥＩ用の第３期間４３２に第１のＬＥＩ
がフラッシュされ、その後には第１のＲＥＩのフラッシュは続けられないことを示すこと
によって表されている。代わりに、方式４００は第２組のＬＥＩ及びＲＥＩを表示するこ
とへと進む。
【００１７】
　具体的には、横線４０８は、第２のＲＥＩが鑑賞者の右眼による鑑賞のために準備を整
えられねばならない時間を表し、ＬＥＩＴＰ４１０は、第２のＬＥＩの転送のタイミング
及び期間を表す。この第２組のＬＥＩ及びＲＥＩでは、先ず、ＬＥＩではなくＲＥＩが表
示されるべきである。具体的には、第２のＲＥＩ用の第１期間４３４に第２のＲＥＩがフ
ラッシュされ、その後、第２のＬＥＩ用の第１期間４３６に第２のＬＥＩがフラッシュさ
れる。次に、第２のＲＥＩ用の第２期間４３８に第２のＲＥＩが再びフラッシュされ、そ
の後、第２のＬＥＩ用の第２期間４４０に第２のＬＥＩが再びフラッシュされる。次に、
第２のＲＥＩ用の第３期間４４２に第２のＲＥＩがフラッシュされ、その後には第２のＬ
ＥＩのフラッシュは続けられない。代わりに、方式４００は第３組のＬＥＩ及びＲＥＩを
表示することへと進む。
【００１８】
　同様に、横線４１２は、第３のＬＥＩが鑑賞者の左眼による鑑賞のために準備を整えら
れねばならない時間を表し、ＬＥＩＴＰ４１４は、第３のＬＥＩの転送のタイミング及び
期間を表す。第１組のＬＥＩ及びＲＥＩにおいてと同様に、この第３組のＬＥＩ及びＲＥ
Ｉにおいては、先ず、ＲＥＩではなくＬＥＩが表示されるべきである。そして、第３のＬ
ＥＩ用の第１期間４４４に第３のＬＥＩがフラッシュされ、その後、第３のＲＥＩ用の第
１期間４４６に第３のＲＥＩがフラッシュされ、その後、第３のＬＥＩ用の第２期間４４
８に第３のＬＥＩが再びフラッシュされる。次に、第３のＲＥＩ用の第２期間４５０に第
３のＲＥＩが再びフラッシュされる。次に、第３のＬＥＩ用の第３期間４５２に第３のＬ
ＥＩがフラッシュされ、その後には第３のＲＥＩのフラッシュは続けられない。代わりに
、方式４００は（図示しない）第４及びその後のＬＥＩ及びＲＥＩをこのようにして表示
することへと進む。何れの眼にも画像が示されない期間である切換期間４５４が、交互に
入れ替えられるＬＥＩ及びＲＥＩの表示の各々の間に発生する。切換期間４５４は、偏光
セル・ドライバ３１０又はシャッター３２８及び３３０の切換時間に起因するＬＥＩとＲ
ＥＩとの間でのクロストークの不所望な視覚的な知覚を最小化することに有用である。非
整数タイミング方式は、数多くの従来の投影機の帯域幅の限界を超えることなく、ＬＥＩ
及びＲＥＩの各々が示される回数を増加させることによって、知覚されるフリッカの低減
をもたらす。機器の帯域幅限界が超過されないので、ＬＥＩ及びＲＥＩは、画像の制作者
により意図されたそれらの完全な解像度で送信され得る。
【００１９】
　次に、図４を参照するに、本発明に従った準備優勢式の非整数タイミング方式５００が
例示されている。準備優勢式のタイミング方式５００は、ＬＥＩ及びＲＥＩをそれぞれ鑑
賞者の左眼及び右眼に提供することにおいて、３Ｄ投影システム３００とともに使用する
のに適している。矢印５０２は、時間が増加するように表された方向を指し示している。
横線５０４は、第１のＬＥＩが鑑賞者の左眼への投影のために準備を整えられねばならな
い時間を表す。ＬＥＩＴＰ５０６は、画像生成器（又は画像サーバ）から投影機への第１
のＬＥＩ（又は第１の左眼用フレーム）の転送のタイミング及び期間を表す。横線５０８
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は、第２のＬＥＩが鑑賞者の左眼による鑑賞のために準備を整えられねばならない時間を
表し、ＬＥＩＴＰ５１０は、第２のＬＥＩの転送のタイミング及び期間を表す。同様に、
横線５１２は、第３のＬＥＩが鑑賞者の左眼による鑑賞のために準備を整えられねばなら
ない時間を表し、ＬＥＩＴＰ５１４は、第３のＬＥＩの転送のタイミング及び期間を表す
。３Ｄ画像を提供する従来のシステムと異なり、ＬＥＩ及びＲＥＩを見るための配信及び
利用可能性は同期しておらず、これらの画像は、異なる時点で、生成器から投影機に到着
し、投影のために利用可能になる。この非同期の配信は、ＬＥＩＴＰ５０６、５１０及び
５１４の開始及び完了とは実質的にずれた（オフセットされた）開始及び完了の時間を有
する第１、第２及び第３のＲＥＩＴＰ５１６、５１８及び５２０によって表されている。
しかしながら、認識されるように、本発明のその他の代替的な実施形態において、非同期
の配信は、複数組のＬＥＩ及びＲＥＩが逐次的（シリアル）に供給されるようにされても
よい。横線５２２は、第２のＬＥＩ及びＲＥＩの双方が鑑賞の準備を整えられた時間を表
す。ＬＥＩの配信の完了とＬＥＩが投影のために準備を整えられねばならない時間との間
の時間的な隔たりは、一般的に配信の小休止（スラック・イン・デリバリ）５２４と呼ば
れ、典型的に、投影機が実際に画像を鑑賞可能にすることによって占められる期間に相当
する。
【００２０】
　なおも図４を参照するに、準備優勢式の非整数タイミング方式５００は、この実施形態
において、ＬＥＩとＲＥＩとの交代について一定レートで動作し、次に続くＬＥＩ及びＲ
ＥＩの準備が整ったとき、特定のＬＥＩ又はＲＥＩが先行ＬＥＩ又はＲＥＩより多い、あ
るいは少ない回数だけ示されることになったとしても、該次に続くＬＥＩ及びＲＥＩを表
示することへと進む。この準備優勢式の非整数タイミング方式５００のタイミングは、以
下を示すことによって表されている。第１のＬＥＩ用の第１期間５２６に第１のＬＥＩが
フラッシュされ、その後、第１のＲＥＩ用の第１期間５２８に第１のＲＥＩがフラッシュ
される。次に、第１のＬＥＩ用の第２期間５３０に第１のＬＥＩが再びフラッシュされ、
その後、第１のＲＥＩ用の第２期間５３２に第１のＲＥＩが再びフラッシュされる。次に
、第１のＬＥＩ用の第３期間５３４に第１のＬＥＩがフラッシュされ、その後、第１のＲ
ＥＩ用の第３期間５３６に第１のＲＥＩがフラッシュされる。次に、第２のＬＥＩ用の第
１期間５３８に第２のＬＥＩがフラッシュされ、その後、第２のＲＥＩ用の第１期間５４
０に第２のＲＥＩがフラッシュされる。更に、第２のＬＥＩ用の第２期間５４２に第２の
ＬＥＩがフラッシュされ、その後、第２のＲＥＩ用の第２期間５４４に第２のＲＥＩがフ
ラッシュされる。次に、第３のＬＥＩ用の第１期間５４６に第３のＬＥＩがフラッシュさ
れ、その後、第３のＲＥＩ用の第１期間５４８に第３のＲＥＩがフラッシュされる。更に
、第３のＬＥＩ用の第２期間５５０に第３のＬＥＩがフラッシュされ、その後、第３のＲ
ＥＩ用の第２期間５５２に第３のＲＥＩが再びフラッシュされる。そして、第３のＬＥＩ
用の第３期間５５４に第３のＬＥＩがフラッシュされる。何れの眼にも画像が示されない
期間である切換期間５５６が、交互に入れ替えられるＬＥＩ及びＲＥＩの表示の各々の間
に発生する。切換期間５５６は、ＬＥＩとＲＥＩとの間でのクロストークの不所望な視覚
的な知覚を最小化することに有用である。非整数タイミング方式は、数多くの従来の投影
機及び／又は偏光セル・ドライバの帯域幅限界を超えることなく、知覚されるフリッカの
低減をもたらす。機器の帯域幅限界が超過されないので、ＬＥＩ及びＲＥＩは、画像の制
作者により意図されたそれらの完全な解像度で送信され得る。
【００２１】
　本発明の好適な一実施形態は、表示のために第１の左眼用画像及び第１の右眼用画像を
非同期的に供給する段階；第１の左眼用画像及び第１の右眼用画像を、第１の左眼用画像
及び第１の右眼用画像のうち最初に完全に供給された方から始めて、実質的に一定のレー
トで交互に表示する段階；表示のために第２の左眼用画像及び第２の右眼用画像を非同期
的に供給する段階；及び第２の左眼用画像が完全に供給されたとき第１の左眼用画像の表
示を第２の左眼用画像で置き換え、且つ第２の右眼用画像が完全に供給されたとき第１の
右眼用画像の表示を第２の右眼用画像で置き換える段階；を有する３Ｄ画像を表示する方
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法として特徴付けることができる。当該方法において、第１の左眼用画像は第１の右眼用
画像より前に完全に供給される、あるいは、第１の右眼用画像は第１の左眼用画像より前
に完全に供給される。当該方法は更に、第１の左眼用画像が表示される回数と第１の右眼
用画像が表示される回数との和が、第２の左眼用画像が表示される回数と第２の右眼用画
像が表示される回数との和に等しくないことを特徴とし得る。代替的に、当該方法は、第
１の左眼用画像及び第１の右眼用画像が互いに対してシリアルに供給され、第２の左眼用
画像及び第２の右眼用画像が、第１の左眼用画像及び第１の右眼用画像の後に、シリアル
に供給されることを特徴とし得る。
【００２２】
　本発明の好適な他の一実施形態は、鑑賞者の一方の眼用の第１の偏光を有する第１の画
像を表示する段階；鑑賞者の他方の眼用の第２の偏光を有する第１の画像を表示する段階
；及びこれら表示段階を、これら表示段階の一方がこれら表示段階の他方より多い回数だ
け実行されるまで交互に繰り返す段階；を有する３次元画像を表示する方法として特徴付
けることができる。当該方法は更に、これら表示段階を、これら表示段階の各々が少なく
とも二回実行されるまで交互に繰り返す段階を有し得る。
【００２３】
　以上は本発明を実施するための可能性のほんの幾つかを例示したものである。本発明の
範囲及び主旨を逸脱することなく、数多くのその他の実施形態が可能である。故に、以上
の説明は、限定的ではなく例示的であると見なされるべきものであり、本発明の範囲は添
付の請求項とその完全な均等範囲とによって与えられるべきものである。

【図１】 【図２】
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